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国・県支出金

0
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0.00

対前年比

商工課

商工労政係

担当部

担当課

担当係

事業類型

観光資源を活用する

一般会計

536

Ｈ22決算額

8,0909,402

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

9,938

0

0

8,626

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

8,626

10,926

90.9

9,938

その他財源

0

一般財源

0
財
源

事業番号

観光行事開催委託事業

077

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市民産業部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

名称：小牧市観光協会　　　　

3 1

30‐3

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 3

産業振興

根拠法令・個別計画

観光

7

市が直接実施・運営

小牧山の四季に合わせ、小牧山の良さをＰＲできる歴史と文化の調和のとれた観光事
業の開催を委託する。
・春：さくらまつり【1200本の桜の名所として知られる小牧山での桜まつりの開催】　来場
者数　約１０４，０００人　事業費５，６７８千円（平成２２年度実績）
・秋：お月見まつり【中秋の名月の小牧山を舞台に、信長の好んだといわれる能舞台の
実施（薪能実行委員会主催）、山頂の歴史館の夜間開放による夜景の鑑賞や、小牧発
祥の「名古屋コーチン」を使った月見汁の振る舞い等、小牧の資源を活用したお月見ま
つりの開催】　来場者数　約２５，０００人　事業費　３，４４１千円（平成２２年度実績）
・冬：初日の出を拝む集い【濃尾平野に孤高する小牧山山頂において、初日の出を拝む
集いを開催】　来場者数　約１，０００人　事業費２８３千円（平成２２年度実績）
職員は、観光協会事務局として事業の受託、企画・実施を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

歴史的価値を持つ小牧山を活用した観光事業を実施することにより、市民及び来訪者
に対し小牧の魅力をアピールし、観光の振興を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

従事者数

人件費

従事者数

0.10

00

0.000.00

536536

費
用

0

直接経費 10,390

費用合計

0.10

人件費



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

H21

回

判　　　定

3 3

H22

H23H22

3

H23

3

135,000 135,000

H21

130,000

3

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

来場者数

活
動
指
標

活動指標名

イベント開催の回数

事業目的の
達成状況

観光行事の来場者は、天候や気温の寒暖に左右されるため、21年度実績よりやや減少
しているものの、概ね目標を達成した。

130,000

138,500

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

小牧市観光協会の自主独立を図り、組織体制の強化を図る。
現在、観光協会の会員には、商工会議所、民間事業者、各種団体、一般市民など、
様々な方に加入していただき、各関係団体から選出された理事を中心に理事会を開催
（年4回程度）しているが、委託事業をはじめ、会の運営は事務局（商工課）が執り行って
いる。会を自主独立化し、民間資金や民間活力を活用した団体となれば、観光商品の
開発や収益事業を伴う観光事業の開催等、事業展開に広がりが期待される。

更なる観光の振興を図るため、積極的に観光事業を展開するには、事業の実施主体で
ある小牧市観光協会の運営を、市から自立させるなど改善が必要と考えられる。

判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

小牧市の観光の中心である小牧山を内外にＰＲする機会が無くなり、観光の振興が図
れない。

二
次
評
価

判定理由 外部評価対象事業

B 市が実施(改善が必要)
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